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令
和
２
年
第
２
回
議
会
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
18

日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
側
か
ら
は
、
契
約
変
更
に
係
る
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
の
ほ
か
特
別
会

計
・
事
業
会
計
の
補
正
予
算
５
件
、
条
例
の
一
部
改
正
９
件
、

条
例
の
制
定
３
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
を
含
む
８
会
計
の

予
算
、
人
事
案
件
１
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
継
続
審
査
１
件

を
含
め
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
っ
た
ほ

か
陳
情
１
件
を
採
択
、
１
件
を
趣
旨
採
択
し
ま
し
た
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

国
庫
補
助
金

自
然
環
境
整
備
交
付
金

　
　
　
　
　
　
２
０
５
０
万
円

国
庫
負
担
金

保
険
基
盤
安
定
（
国
保
・
保
険

者
支
援
分
）　
　
３
１
７
万
円

県
補
助
金

経
営
体
育
成
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
▲
５
０
０
万
円

登
山
道
等
緊
急
整
備
支
援
事
業

補
助
金　
　
　
１
０
２
５
万
円

寄
附
金

ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
　
　
▲
５
５
０
０
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

農
地
流
動
化
補
助
金１

０
３
万
円

農
業
振
興
費
関
係▲

７
７
４
万
円

町
制
度
資
金
利
子
補
給
金

　
　
　
　
　
　
　
３
２
１
万
円

国
立
公
園
整
備

　
４
１
０
０
万
円

地
獄
谷
遊
歩
道
緊
急
整
備

　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

療
養
給
付
費
負
担
金

　
　
　
　
　
▲
１
０
７
２
万
円

中
学
校
施
設
工
事

　
７
８
０
万
円

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

２年におよぶ工事が完了した中学校

長寿命化改修工事完了
　　　　　山ノ内中学校

令和２年 第２回定例会

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金　
　
　
　
　
　
７
７
４
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
▲
２
７
７
万
円

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
１
９
万
７
千
円
を
減

額
し
、
総
額
76
億
４
６
２
２
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
補
正
は
、
国
県
補
助
金
や
諸
事
業
の
確
定
な
ど
に
よ
る
も

の
が
多
い
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
減
少
も
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
ノ
内
中
学
校
の
長
寿
命
化
改
修
工
事
は
完
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
正
男

　
28
年
度
の
国
保
税
値
上
げ
は

全
く
必
要
が
な
か
っ
た
。
国
保

税
改
定
で
的
確
な
判
断
を
下
す

た
め
に
は
直
近
の
デ
ー
タ
開
示

が
不
可
欠
。
30
年
３
月
議
会
に

提
案
さ
れ
た
29
年
度
補
正
予
算

案
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
細
部

に
わ
た
り
丁
寧
な
補
正
だ
っ
た
。

今
回
は
歳
出
の
補
正
は
な
く
、

保
険
給
付
費
は
当
初
予
算
の
ま

ま
で
、
直
近
の
情
勢
は
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
国
保
税
改
定
が

提
案
さ
れ
て
い
る
中
で
、
そ
の

是
非
の
判
断
基
準
と
な
る
補
正

予
算
が
こ
れ
で
は
困
る
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
（
第
４
号
）

反
対
討
論
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人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
宮
嵜　
健
一
（
横
堰
）

任
期　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
及
び

　
　
　
　

同
補
充
員
の
選
挙

　
指
名
推
選
に
よ
る
議
会
選
挙

に
お
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
及

び
同
補
充
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員

　
関　
　
彦
吉
（
天
川
）

　
望
月　
千
弘
（
薬
師
）

　
大
井　
良
元
（
宇
木
一
）

　
野
竹　
ふ
き
子（
下
須
賀
川
）

同
補
充
員

１
山
﨑　
妙
子
（
土
橋
）

２
佐
藤　
　
茂
（
仲
屋
敷
）

３
小
淵　
和
美
（
横
倉
三
）

４
德
竹　
信
治
（
下
手
）

（
番
号
は
補
充
の
順
序
）

任
期　
令
和
２
年
６
月
６
日
か
ら

　
　
　
令
和
６
年
６
月
５
日
ま
で

町
管
理
職
の
退
職

　
渡
辺　
千
春（
会
計
管
理
者
）

　
山
嵜　
和
彦（
税
務
課
長
）

３
月
31
日
付
で
退
職

　
長
年
に
わ
た
り
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
制
定

　
地
方
公
営
企
業
法
及
び
施
行

令
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
下

水
道
事
業
、
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落

排
水
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法

の
規
定
の
全
部
を
適
用
し
、
関

係
条
例
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
既
設
の
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
条
例
、
公
共
下
水
道
設

置
条
例
、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
条
例
を
廃
止
し
、
令

和
2
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
す

る
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
最
終
日
の
18
日
に

議
会
の
同
意
を
得
て
、
渡
辺
正

男
議
員
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
か
か
わ
る
緊
急

対
応
に
つ
い
て
」
を
議
事
日
程

に
追
加
し
て
緊
急
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
質
問
の
要
旨
は
、
①
感
染
拡

大
防
止
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

②
地
域
経
済
、
町
民
生
活
へ
の

影
響
は
。
③
学
校
臨
時
休
校
に

と
も
な
う
対
応
は
。
④
今
後
の

補
正
予
算
対
応
の
考
え
は
。

緊
急
質
問
　
定
例
会
で
も
臨
時

会
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

質
問
が
緊
急
を
要
す
る
と
き
、

そ
の
他
真
に
や
む
を
得
な
い
と

認
め
ら
れ
、
議
会
が
そ
の
質
問

を
行
う
こ
と
に
同
意
し
た
と
き

に
限
ら
れ
る
。

緊
急
対
応
策
に
つ
い
て
異
例
の
緊
急
質
問
　
条
例
の
一
部
改
正
は
10
件
の

う
ち
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
は
賛
成
多
数
で
、

他
9
件
は
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
職
員
定
数
合
計
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
部
署
の

定
数
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
「
永
世
名
誉
町
民
の
称
号
記

は
、
そ
の
遺
族
に
贈
る
も
の
と

す
る
」
を
加
え
る
も
の
で
す
。

蟻
川
浩
雄
様
の
ご
遺
族
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
県
の
改
定
に
よ
り
、
学
校
薬

剤
師
の
給
与
の
改
定
な
ど
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
、

資
産
割
、
被
保
険
者
均
等
割
、

世
帯
別
平
等
割
を
引
き
下
げ
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

の
被
保
険
者
均
等
割
、
同
世
帯

別
平
均
割
、
介
護
納
付
金
課
税

被
保
険
者
に
係
る
所
得
割
、
同

被
保
険
者
均
等
割
、
同
世
帯
別

平
均
割
が
値
上
げ
に
な
る
も
の

で
、
町
で
は
ト
ー
タ
ル
的
に
平

均
約
10
％
ほ
ど
引
き
下
が
る
試

算
を
し
て
い
ま
す
。
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対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
正
男

　　
民
法
の
改
正
に
よ
り
、
敷
金

や
修
繕
費
用
の
負
担
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
条
文
の
整
備
を

行
う
も
の
で
す
。

　
民
法
の
改
正
に
よ
り
、
町
営

住
宅
の
一
部
改
正
と
ほ
ぼ
同
じ

も
の
で
す
。

　
消
費
税
の
増
税
に
よ
り
、
揚

水
式
発
電
所
以
外
の
発
電
所
の

流
水
占
用
料
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　
町
の
私
債
権
に
係
る
遅
延
損

害
金
等
の
約
定
利
率
は
、
法
定

利
率
を
適
用
す
る
こ
と
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
有
線
放
送
電
話
の
遅
延
損
害

金
は
、
私
債
権
管
理
条
例
に
よ

り
5
％
を
法
定
利
率
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
さ

ら
に
慎
重
な
審
査
を
必
要
と
す

る
た
め
継
続
審
査
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
登
録
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
者
を
「
成
年

被
後
見
人
」
か
ら
「
意
思
能
力

を
有
し
な
い
も
の
」
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

終
息
見
え
ず
拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

下
水
道
事
業
に
係
る
特
別
会
計

が
、
公
営
企
業
会
計
化

下
水
道
事
業
に
地
方
公
営

企
業
法
の
規
定
を
適
用
す

る
こ
と
を
定
め
る
条
例

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企

業
法
適
用
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企

業
法
適
用
に
伴
う
関
係
条
例

の
廃
止
に
関
す
る
条
例

職
員
定
数
条
例

名
誉
町
民
条
例

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例

町
営
住
宅
等
に
関
す
る
条
例

町
民
住
宅
に
関
す
る
条
例

公
共
物
管
理
条
例

有
線
放
送
電
話
施
設

管
理
条
例

私
債
権
管
理
条
例

印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例

　
令
和
2
年
度
の
国
保
税
算
定

の
基
礎
と
な
る
県
納
付
金
は
、

4
億
２
３
６
１
万
円
。
対
前
年

度
比
84
・
５
％
で
７
７
６
０
万

円
の
減
。
保
険
税
は
全
体
と
す

れ
ば
値
下
げ
だ
が
、
県
へ
の
納

付
金
の
大
幅
減
に
よ
る
も
の
だ

け
で
あ
り
、
残
高
約
２
億
５
０

０
０
万
円
の
基
金
活
用
に
は
全

く
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、
将
来

の
３
方
式
へ
の
移
行
に
向
け
た

段
階
的
資
産
割
見
直
し
も
見
込

ん
で
い
な
い
。
一
人
6
万
円
以

上
も
の
基
金
は
、
速
や
か
に
保

険
税
軽
減
に
充
て
る
べ
き
だ
。



論戦

ズバリここが知りたい
新型コロナウイルス感染症、自主防災組織、
有害鳥獣対策  など

① 髙田　佳久
・５会場で実施した議会報告会での意見交換会における意見・要望に対する
　考えは
・空き家対策の推進を

② 小林　　央
・観光大使の活用について
・イベントの効果について

③  白鳥　金次
・令和２年度予算について
・野生鳥獣被害防止対策について
・地域防災計画について
・COVID－19対策について

④ 徳竹　栄子
・高齢者・交通弱者の交通システムについて
・町内児童のスキー振興について
・消防団について

⑤ 髙山　祐一
・自主防災組織について　　　　　　　・災害周知方法について
・町の各区への役職依頼について　　　・小学校のスキー教室ついて
・福祉乗物補助券利用について　　　　・渋温泉から地獄谷線について
・河川監視カメラについて

⑥ 山本　岩雄
・総合教育会議について
・山ノ内町教育振興基本計画について
・障がい者に優しいトイレの設置状況について

⑦ 渡辺　正男
・夜間瀬川緑地公園の環境整備について
・高齢者の保健事業にどう取り組んでいくか
・子どもが「中心」の教育行政を
・奥志賀高原の再開発にどう対応するか

⑧ 布施谷裕泉
・持続可能なまちづくりについて
・子どもたちが健康体を維持するために必要な学校給食の在り方は
・子育て支援の充実に向けて

⑨ 望月　貞明
・防災行政について　　　　　　　　　・公共交通について
・人口減少に伴う社会の変化について　・有害獣対策について
・新型ウイルス感染症について

一般質問

  ３月２日、３日の２日間にわたり行われました。
　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者 1 人の質問時間は 25 分です（答弁を含めて概ね 1 時間）。
　今議会の登壇議員は９人、傍聴者は３６人でした（大勢の傍聴をお待ちしています）。
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一般質問

総
務
課
長　

地
域
や
関
係
議
員

と
協
働
し
つ
つ
、
公
共
交
通
の

維
持
・
確
保
に
つ
と
め
る
。

質
問　

北
信
地
域
振
興
局
管
内

で
検
討
し
て
い
る
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
課
長　

昨
年
9
月
30
日
に

研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
岳
北
の

4
市
村
の
不
参
加
が
決
ま
っ
た

こ
と
で
、
今
後
は
中
野
市
と
山

ノ
内
町
で
検
討
し
て
い
く
。

　

令
和
2
年
度
中
に
担
当
者
レ

ベ
ル
の
協
議
が
始
ま
り
、
令
和

3
年
度
末
ま
で
に
網
形
成
計
画

を
策
定
す
る
予
定
。

質
問　

情
報
伝
達
手
段
、
避
難

所
の
運
営
、
自
主
防
災
組
織
と

の
連
携
を
ど
う
考
え
る
か
。

危
機
管
理
室
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
も
研
究
し
、
災
害
時
に
は
多

く
の
方
へ
迅
速
に
正
確
な
情
報

が
提
供
で
き
る
よ
う
つ
と
め
た

い
。

　

避
難
場
所
の
選
定
、
避
難
所

開
設
に
お
け
る
環
境
整
備
や
運

営
に
と
も
な
う
職
員
体
制
の
充

実
、
備
蓄
品
の
供
給
の
ほ
か
、

避
難
所
開
設
の
情
報
提
供
も
含

め
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

総
務
課
長　

地
区
の
規
模
に
よ

り
、
協
働
や
順
番
制
に
す
る
方

法
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
地
域

で
主
体
的
に
検
討
し
、
事
務
局

に
相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

消
防
課
長　

分
団
そ
れ
ぞ
れ
に

抱
え
る
課
題
が
異
な
っ
て
い
る

た
め
、
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と

な
る
。
消
防
団
幹
部
会
や
地
域

と
も
相
談
し
、
消
防
防
災
委
員

会
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

結
論
は
い
つ
ま
で
に
。

消
防
課
長　

令
和
3
年
4
月
の

新
体
制
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て

い
る
。

農
林
課
長　

猿
害
は
有
効
か
つ

根
本
的
な
対
策
を
確
立
し
て
い

な
い
が
、
県
や
関
係
機
関
と
相

談
・
連
携
し
な
が
ら
、
柔
軟
性

を
持
っ
て
対
応
し
た
い
。
ま
た
、

電
動
ガ
ン
の
購
入
も
検
討
し
て

お
り
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
を

研
究
し
て
い
る
。

質
問　

鳥
獣
被
害
対
策
は
、
予

算
と
人
材
を
集
中
的
に
投
入
し

て
対
応
を
と
る
べ
き
で
は
。

町
長　

特
別
対
策
と
し
て
野
猿

対
策
経
費
（
１
０
０
万
円
）
の

予
算
を
組
ん
だ
。

質
問　

野
猿
対
策
経
費
（
１
０

０
万
円
）
の
内
容
は
。

農
林
課
長　

有
効
な
手
だ
て
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
全
町
的

に
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
計
上
し
た
。

建
設
水
道
課
長　

既
存
の
空
き

家
ご
と
に
課
題
も
異
な
る
こ
と

か
ら
、
法
律
や
建
物
に
関
す
る

専
門
家
の
い
る
空
き
家
対
策
協

議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地
域

に
も
相
談
す
る
中
で
対
応
を
進

め
て
い
る
。

質
問　

安
代
地
区
に
あ
る
空
き

家
に
対
す
る
今
後
の
方
針
は
。

町
長　

住
民
・
観
光
客
の
人
身

に
関
わ
る
こ
と
や
農
産
物
へ
の

被
害
が
出
て
い
る
の
で
、
重
要

施
策
の
一
つ
と
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

議会報告会での要望に対する考えは

第13回議会報告会　東部下会場

新型コロナウイルス
の感染拡大で世界経
済への影響がでてい
る。とにかく一日も
早い終息を願います。

質
問 地

域
公
共
交
通

（
楽
ち
ん
バ
ス
な
ど
）

の
今
後
の
対
応
は

27 令和２年４月 議会だより第120号

町長―貴重な意見として、今後の施策の参考にする

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※

※公共交通網形成計画：
「地域にとって望ましい公
共交通網のすがた」を明
らかにする「マスタープラ
ン（ビジョン＋事業体系を
記載するもの）」としての役
割を果たすもの。国が定め
る基本方針に基づき、地
方公共団体が協議会を開
催しつつ、交通事業者等
との協議の上で策定する。

髙
た か だ

田　佳
よ し ひ さ

久

髙田佳久のつぶやき

台
風
災
害
時
の

的
確
な
対
応
を

地
区
へ
依
頼
す
る

役
職
の
集
約
・
削
減
を

消
防
団
の
組
織
再
編

に
対
す
る
考
え
は

効
果
的
な
有
害
鳥
獣

対
策
は

空
き
家
対
策
の

推
進
を



一般質問

町
民
は
立
派
な
宣
伝
マ
ン  

町
民
み
ん
な
を
観
光
大
使
に

観
光
大
使
の
活
用
は

質
問　

観
光
大
使
の
任
務
、
報

酬
、
期
間
等
を
決
め
る
認
定
基

準
は
あ
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

認
定
基
準
は

な
い
。
報
酬
は
支
給
し
て
い
な

い
。
任
期
に
つ
い
て
も
定
め
た

も
の
は
な
い
。

質
問　

観
光
大
使
と
は
、
東
京

な
ど
、
外
で
こ
の
町
の
宣
伝
を

し
て
い
た
だ
く
人
と
考
え
る
が
。

町
長　

こ
の
町
が
好
き
で
、
そ

し
て
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
皆

さ
ん
に
委
嘱
し
て
き
た
。

質
問　

私
の
考
え
る
観
光
大
使

と
は
違
う
。
町
で
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
や
ス
キ
ー
大
会
中
心

の
活
動
は
あ
ま
り
に
内
向
き
だ
。

必
要
と
思
う
人
を
選
び
、
役
割
、

報
酬
な
ど
を
き
ち
ん
と
決
め
、

効
果
あ
る
活
動
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

報
酬
を
払
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
縛
る
の
で
は
な
く
、「
秋

に
な
っ
た
ら
ブ
ド
ウ
と
リ
ン
ゴ

を
送
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で

受
諾
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　

最
近
観
光
大
使
に
し
た

溝
畑
さ
ん
は
ど
の
程
度
こ
の
町

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
か
。

観
光
商
工
課
長　

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
の
際
に
来
ら
れ
て
お
り
、
町

の
情
報
は
相
当
に
お
持
ち
と
思

う
。

質
問　

観
光
大
使
に
こ
の
町
の

情
報
を
定
期
的
に
知
ら
せ
て
い

る
か
。
ま
た
、
こ
の
町
の
名
刺

は
渡
し
て
い
る
か
。

観
光
商
工
課
長　

情
報
提
供
は

し
て
い
な
い
。
名
刺
に
つ
い
て

は
溝
畑
さ
ん
に
は
お
渡
し
し
使

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　

ふ
る
さ
と
山
ノ
内
会
の

メ
ン
バ
ー
、
足
立
区
長
、
こ
の

町
の
こ
と
を
一
番
知
っ
て
い
る

全
町
民
、
お
な
じ
み
の
お
客
様

な
ど
に
名
刺
を
持
っ
て
も
ら
う

の
も
方
法
と
考
え
ら
れ
る
が
。

町
長　

特
に
名
刺
を
渡
さ
な
く

と
も
、
今
の
観
光
大
使
は
そ
の

も
の
で
十
分
に
効
果
が
あ
る
。

質
問　

１
年
間
に
行
っ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
の
数
は
。

総
務
課
長　

細
か
な
も
の
は
含

ん
で
い
な
い
が
、
お
よ
そ
１
０

０
件
で
あ
る
。

質
問　

多
い
と
感
じ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
役
場
職
員
の
労
働
コ
ス

ト
、
直
接
・
間
接
に
経
費
が
使

わ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
イ
ベ

ン
ト
が
、
当
初
の
目
的
ど
お
り

に
実
施
さ
れ
、
目
的
ど
お
り
の

効
果
が
上
が
っ
て
い
る
か
。

町
長　

必
要
な
都
度
必
要
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
そ

れ
な
り
き
の
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
と
思
う
。

質
問　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
後
は

き
ち
ん
と
総
括
が
な
さ
れ
、
必

要
な
改
善
、
場
合
に
よ
っ
て
は

打
ち
切
る
な
ど
の
判
断
も
必
要

で
あ
る
。
総
括
は
適
切
に
な
さ

れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

終
了
後
実
行
委
員

会
な
ど
で
検
証
さ
れ
、
次
年
度

に
生
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
行

政
改
革
推
進
委
員
会
へ
の
報
告

も
し
て
い
る
。

町内でイベントを
行ってくれる人が
観光大使？

質
問

議会だより第120号令和２年４月 28

町
長
―
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
人
に
お
願
い
し
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
の
効
果
に

つ
い
て

小
こ ば や し

林　 央
ひろし

小林　央のつぶやき

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

観光大使。下段はスポーツ大使



一般質問

ＣＯＶＩＤ－１９対策は
町長―感染防止に取り組んでいる

　ありがとう
　有り難う

「有る」ことが
　　　　　「難しい」
多くの人のおかげで
　　　生きている。
今日も、誰かに
　　「ありがとう」

※COVID-19：新型コロナウイ
ルス感染症は、新型コロナウイ
ルスである SARS － CoV-2 に
よる感染症のことです。ＷＨＯ
はこのウイルスによる感染症のこ
とをCOVID-19と名付けました。

「コロナウイルス」の名称はラ
テン語の corona（コロナ）お
よびギリシャ語の王冠または光
冠（丸い光の輪）、花冠を意
味するκορώνη（korṓnē コロネ）
に由来する。

町
長  

国
や
県
が
発
信
す
る
状

況
に
基
づ
き
対
策
会
議
を
開
催

し
、
当
面
、
町
民
や
観
光
関
連  

事
業
者
、
福
祉
関
係
事
業
者
等
、 

情
報
共
有
を
し
、
学
校
や
保
育 

園
、
道
の
駅
、
楓
の
湯
等
公
共  

施
設
へ
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
増

強
設
置
や
大
勢
の
人
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
等
の
自
制
、
具
体
的 

に
は
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
ビ
ア
ラ

イ
ブ
の
中
止
や
ス
キ
ー
大
会
の

開
会
式
の
中
止
、
小
・
中
学
校  

の
休
校
な
ど
感
染
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

観
光
客
へ
の
対
策
は

観
光
商
工
課
長　

１
月
22
日
付

で
、
長
野
県
健
康
福
祉
部
長
名 

の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
の
通
知

が
あ
り
、
マ
ス
ク
着
用
、
せ
き

エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手
洗
い
、
う
が  

い
等
の
基
本
的
な
感
染
予
防
対

策
に
加
え
、
当
該
疾
患
に
関
す 

る
不
安
な
ど
に
つ
い
て
北
信
保

健
福
祉
事
務
所
へ
相
談
す
る
な

ど
、
町
観
光
連
盟
を
通
じ
て
観 

光
事
業
者
へ
文
書
に
て
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
宿

泊
者
が
発
生
し
た
場
合
の
宿
泊

施
設
の
対
応
や
従
業
員
の
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
、
観

光
連
盟
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

住
民
へ
の
対
策
は

質
問　

旅
館
、
宿
泊
業
は
キ
ャ

ン
セ
ル
等
で
苦
慮
し
て
い
る
。

町
長  

県
の
町
村
会
あ
る
い
は

長
野
県
に
た
い
し
て
補
助
等
の

お
願
い
を
し
て
行
き
た
い
。
山 

ノ
内
町
は
観
光
と
農
業
の
町
な

の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
、
業
界

の
皆
さ
ん
と
共
に
一
緒
に
な
っ

て
、
精
い
っ
ぱ
い
そ
の
対
策 

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
新
年
度
予
算
で
足
ら
な

い
部
分
は
、 

補
正
予
算
等
含
め

て
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問  

小
・
中
学
校
の
臨
時
休

校
は
ど
の
時
点
で
判
断
さ
れ
た

か
。   

教
育
長  

２
月
28
日
の
11
時
か

ら
役
場
会
議
室
に
お
い
て
、
緊 

急
の
校
長
会
を
開
催
し
た
。
こ

の
会
議
に
は
、
教
育
委
員
は
３

人
、
そ
れ
か
ら
健
康
福
祉
課
に

も
出
席
を
い
た
だ
き
、 

そ
の
中

で
い
つ
か
ら
休
校
す
る
と
か
、

問
題
点
は
何
か
と
か
を
議
論
し

た
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
も
、
何
と
か
３
月
２
日
か

ら
対
応
で
き
る
こ
と
や
、
学
校

の
特
別
支
援
の
先
生
方
も
児
童

ク
ラ
ブ
の
手
伝
い
も
で
き
そ
う

だ
と
い
う
中
で
、
そ
こ
で
の
校

長
会
、
そ
れ
か
ら
教
育
委
員
会

と
し
て
３
月
２
日
か
ら
当
面
の

間
、
臨
時
休
校
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
、
会
議
後
、
町
長
に
報

告
し
た
。

質
問  

児
童
・
生
徒
・
保
護
者  

へ
の
周
知
は
。

教
育
長　

２
月
28
日
に
教
育
委

員
会
・
各
学
校
長
名
の
連
名
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
の
臨
時
休
校
を
文
書

で
通
知
を
し
た
。

29 令和２年４月 議会だより第120号

質
問

白
し ろ と り

鳥 金
き ん

次
じ

白鳥金次のつぶやき

質
問

質
問

※

上
　
電
子
顕
微
鏡
写
真

　
　
（
国
立
感
染
症
研
究
所
提
供
）

外観および内部の模式図
（群馬大学医学系研究科提供）



一般質問

消
防
団
の
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
か

町
長
―
地
域
・
消
防
防
災
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く

新型コロナウイル
ス感染症の終息は
いつになるのか。
社会も経済もズタ
ズタ。早い特効薬
の開発を願う。

質
問　

人
口
減
・
高
齢
化
の
中

定
数
の
見
直
し
の
考
え
は
。

消
防
課
長　

機
器
資
機
材
の
配

置
、
世
帯
数
を
基
に
し
た
定
数

で
あ
り
削
減
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　質

問　

何
年
も
前
か
ら
組
織
再

編
成
の
要
望
が
あ
っ
た
。
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

消
防
課
長　

令
和
２
年
に
１
年

か
け
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の

統
合
を
基
に
、
各
区
、
消
防
団
、

町
と
で
解
決
方
法
を
協
議
し
、

３
年
度
に
新
体
制
を
考
え
て
い

る
。

　

質
問　

町
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
運
転
手
不
足
の
た
め
か
利
用

し
た
く
て
も
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
と
の
こ
と
。
町
外
事
業
者

の
利
用
は
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　

町
の
施
策
の

た
め
町
内
事
業
者
に
限
定
す
る
。

質
問　

東
京
で
は
今
、
事
業
者

の
人
手
不
足
や
利
用
者
の
利
便

性
を
考
え
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
の
営
業
方
法
を
研
究
し
て
い

る
。
当
町
も
事
業
者
と
研
究
し

た
ら
い
か
が
か
。

健
康
福
祉
課
長　

１
営
業
所
だ

け
な
の
で
、
研
究
し
て
み
た
い
。

　
質
問　

高
齢
者
に
と
っ
て
は
乗

り
換
え
は
大
変
な
こ
と
。
乗
り

換
え
は
上
林
線
の
ル
ー
ト
変
更

が
一
つ
の
要
因
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　

長
野
電
鉄
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
は
や
む
を
得
な

い
措
置
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

長
電
バ
ス
が
な
く
な
る

こ
と
は
困
る
と
理
解
し
て
い
る

が
、
住
民
の
願
い
は
。

総
務
課
長　

中
野
市
に
直
接
行

け
な
い
と
い
う
こ
と
が
住
民
の

た
め
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

町
長　

町
も
苦
慮
し
な
が
ら
公

共
交
通
機
関
と
問
題
の
調
整
や
、

中
野
市
と
協
議
し
て
い
る
最
中

で
あ
る
。
町
の
考
え
方
だ
け
で

は
で
き
な
い
。

質
問　

公
共
交
通
網
形
成
計
画

策
定
の
現
状
は
。

総
務
課
長　

中
野
市
、
山
ノ
内

町
で
令
和
３
年
に
計
画
策
定
予

定
。
中
野
市
直
接
乗
り
入
れ
の

協
議
は
来
年
度
か
ら
開
始
す
る
。

質
問　

令
和
３
年
計
画
策
定
に

は
利
用
者
の
願
い
を
汲
み
入
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。
考
え
は
。

総
務
課
長　

総
合
的
な
協
議
が

必
要
で
あ
る
。
中
野
市
へ
の
乗

り
入
れ
の
意
見
を
十
分
考
え
て

行
き
た
い
。

　
　教

育
長　

大
変
重
要
と
考
え
る
。

質
問　

山
ノ
内
ら
し
さ
と
し
て

ス
キ
ー
教
室
の
回
数
削
減
を
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
。

教
育
長　

ス
キ
ー
教
室
が
２
回

か
ら
１
回
と
な
っ
た
検
証
等
を

行
い
、
意
見
交
換
も
し
て
い
く
。

地域を守る消防団詰所全町20箇所
（北部分団詰所）

組
織
再
編
成
の

実
現
を

議会だより第120号令和２年４月 30

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

徳竹栄子のつぶやき

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

福
祉
乗
物
補
助
券
の

利
用
範
囲
の
拡
大
を

楽
ち
ん
バ
ス

利
用
者
の
願
い
を

児
童
の
ス
キ
ー
振
興

の
基
本
的
考
え
は

質
問

質
問

質
問



一般質問

質
問　

先
の
19
号
台
風
の
教
訓

で
、
町
内
主
要
河
川
に
架
か
る

星
川
橋
、
栄
橋
、
夜
間
瀬
橋
に

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
が
重
要
と

考
え
る
が
。

危
機
管
理
室
長　

星
川
橋
に
1

基
設
置
さ
れ
る
予
定
。
設
置
者

は
県
に
な
る
と
思
う
が
、
時
間

ご
と
の
水
位
を
見
る
た
め
の
も

の
で
ど
の
く
ら
い
の
時
間
で
越

水
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
判
断

す
る
た
め
の
カ
メ
ラ
設
置
と
理

解
し
て
い
る
。
夜
間
瀬
橋
に
つ

い
て
は
、
中
野
市
の
所
管
で
同

様
に
1
基
設
置
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
栄
橋
に
つ
い
て
は
、
県

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
設
置
を

見
送
っ
た
か
は
把
握
し
て
な
い

が
、
必
要
性
が
あ
れ
ば
引
き
続

き
設
置
要
望
を
し
て
い
く
。

質
問　

こ
の
質
問
は
、
今
年
1

月
30
日
に
開
催
し
た
「
議
会
報

告
会
」
で
、
町
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
の
役
員
の
方
か
ら

の
も
の
だ
。
小
学
校
の
ス
キ
ー

教
室
が
、
2
回
か
ら
1
回
に
減

ら
し
た
の
は
、
山
ノ
内
の
子
ど

も
ら
し
い
教
育
と
し
て
い
か
が

な
も
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
た
。
な
ぜ
減
ら
し

た
の
か
。

教
育
長　

経
緯
は
、
学
校
の
職

員
会
で
検
討
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
説

明
し
た
上
で
、
学
校
と
し
て
決

定
さ
れ
た
。
学
校
か
ら
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
学
校
が
希
望
す
る

日
と
、
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
日
程

が
合
わ
な
い
こ
と
や
、
夏
休
み

が
長
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

外
国
語
の
授
業
時
間
が
増
え
て

い
る
こ
と
な
ど
、
授
業
時
数
が

確
保
し
づ
ら
く
な
っ
た
こ
と
が

理
由
で
あ
る
。

質
問　

そ
の
結
論
が
学
校
か
ら

上
が
っ
て
き
た
と
き
に
教
育
委

員
会
と
し
て
ど
ん
な
検
討
を
し

た
の
か
。

教
育
長　

学
校
の
決
定
事
項
を

聞
い
た
と
き
、
で
き
れ
ば
今
ま

で
ど
お
り
に
で
き
な
い
か
と
い

う
話
を
し
た
記
憶
が
あ
る
。
東

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
の

中
で
相
談
の
上
、
低
学
年
は
な

ん
と
か
2
回
実
施
し
て
い
た
だ

い
た
。

質
問　

外
国
語
教
育
の
関
係
で
、

授
業
時
数
確
保
が
む
ず
か
し
い

と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
ス
キ
ー

教
室
が
や
り
玉
に
あ
が
る
の
か
。

教
育
長　

ス
キ
ー
教
室
は
、
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。
冬
場
に
つ
い
て
は
、
体

育
の
授
業
の
中
で
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
も
各
学
校
で
や

っ
て
い
る
。
体
育
の
授
業
を
充

実
す
る
中
で
ス
キ
ー
振
興
に
な

れ
ば
と
考
え
る
。

質
問　

1
回
を
2
回
に
す
る
工

夫
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

学
校
へ
の
聞
き
取
り

で
は
保
護
者
か
ら
の
2
回
に
戻

し
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い
要
望

は
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
1
回
に
し
た
こ
と
の
検
証

を
し
っ
か
り
す
る
よ
う
要
望
は

し
て
あ
る
。

河川監視カメラの設置は
危機管理室長―星川橋に設置予定

朝から夜までコロナ
コロナ。自動車とス
トーブだけだったの
に、太陽さんもいい
迷惑だ。

質
問

31 令和２年４月 議会だより第120号

質
問

質
問

質
問

質
問

星川橋に設置された、河川監視カメラ
今後の利活用に期待したい。

な
ぜ
減
ら
し
た

ス
キ
ー
教
室

髙山祐一のつぶやき

髙
た か や ま

山　祐
ゆ う い ち

一



一般質問
質
問　

町
内
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
は
。

町
長　

災
害
時
に
避
難
所
と
な

る
施
設
は
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
の
要
支
援
者
に
配
慮
し
た

地
域
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を

進
め
る
。

質
問　

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置

の
検
討
は
。

町
長　

ト
イ
レ
洋
式
化
計
画
に

基
づ
き
進
め
て
い
る
。
町
文
化

セ
ン
タ
ー
は
令
和
４
年
ま
で
に

完
全
洋
式
化
、
南
小
と
西
小
は

令
和
２
年
か
ら
改
修
を
進
め
る
。

志
賀
高
原
の
ト
イ
レ
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
順
次
洋
式
化
を
進

め
る
。

質
問　

多
目
的
ト
イ
レ
の
整
備

状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

健
康
福
祉
課

で
す
べ
て
は
把
握
し
て
な
い
が
、

や
さ
し
い
町
づ
く
り
と
い
う
観

点
で
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
す

べ
て
の
課
に
対
し
施
設
改
修
が

あ
る
場
合
に
は
で
き
る
だ
け
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
し
て

ほ
し
い
と
要
望
を
し
て
い
る
。

質
問　

道
の
駅
の
ト
イ
レ
増
設

の
内
容
は
。

建
設
水
道
課
長　

県
の
事
業
と

し
て
女
子
ト
イ
レ
の
増
設
・
改

修
事
業
と
し
て
既
に
着
工
さ
れ

て
お
り
、
仮
設
ト
イ
レ
を
つ
く

り
、
そ
の
後
本
工
事
に
移
行
し

て
い
く
計
画
で
あ
る
。
多
目
的

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
元
々
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
増
設
・
改

修
工
事
に
よ
り
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

や
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
に
も
対
応
す

る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

質
問　

総
合
教
育
会
議
の
開
催

は
。

教
育
長　

平
成
27
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
町
長
と
教

育
委
員
が
教
育
に
つ
い
て
重
点

的
に
講
ず
べ
き
施
策
に
関
す
る

こ
と
を
協
議
し
て
い
る
。

質
問　

小
学
校
統
合
に
向
け
て

の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

小
学
校
適
正
規
模
適

正
配
置
等
審
議
会
か
ら
の
答
申

を
受
け
て
、
教
育
委
員
会
が
進

め
て
い
く
。

質
問　

統
合
に
向
け
て
の
町
の

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
と
い
っ

た
統
合
の
方
向
性
は
。

教
育
長　

町
と
し
て
の
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
く
こ
と
は

大
変
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、

今
後
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

統
合
に
向
け
て
は
子
ど
も
た
ち

を
一
番
中
心
に
考
え
て
保
護
者

や
地
域
の
理
解
を
得
て
い
く
こ

と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
質
問　

「
町
誌
」
の
改
訂
状
況

は
。

教
育
長　
「
町
誌
」
の
改
訂
は

様
々
な
課
題
が
あ
り
進
ん
で
い

な
い
。

質
問　

「
山
ノ
内
町
の
文
化

財
」
の
改
訂
状
況
は
。

教
育
長　

毎
年
老
朽
化
し
た
町

指
定
文
化
財
の
説
明
看
板
を
修

繕
、
設
置
し
て
お
り
情
報
は
更

新
し
て
い
る
。「
町
誌
」
の
編

さ
ん
と
と
も
に
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
対

応
を
考
え
て
い
く
。

多目的トイレ（野猿公苑駐車場）
こうした施設を増やしたい

障
が
い
者
に
や
さ
し

い
ト
イ
レ
の
設
置
を

議会だより第120号令和２年４月 32

それにつけても町の
ホームページはもう
少し親しみやすい、
わかりやすいものに
ならないかなぁ

障
が
い
者
に
や
さ
し
い
ト
イ
レ（
多
目
的
ト
イ
レ
）の
設
置
は

町
長
―
町
総
合
計
画
や
ト
イ
レ
洋
式
化
計
画
に
基
づ
き
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

山本岩雄のつぶやき

山
や ま も と

本 岩
い わ

雄
お

小
学
校
統
合
へ
の

取
り
組
み

「
町
誌
」・「
山
ノ
内
町

の
文
化
財
」の
改
訂

状
況

質
問

質
問

質
問



　
　

一般質問

緑
地
公
園
の
現
状
は

質
問　

台
風
19
号
の
影
響
は
。

町
長　

公
園
内
で
護
岸
洗
堀
の

被
害
が
あ
っ
た
。

建
設
水
道
課
長　

北
信
建
設
事

務
所
に
お
い
て
復
旧
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

維
持
管
理
の
現
状
は
。

建
設
水
道
課
長　

草
刈
り
な
ど

の
委
託
費
や
施
設
修
繕
で
30
年

度
１
６
３
万
円
ほ
ど
の
維
持
管

理
費
に
な
っ
て
い
る
。

質
問　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

位
置
づ
け
と
年
間
利
用
人
数
は
。

建
設
水
道
課
長　

マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
協
会
が
芝
生
を
有
効
活
用

し
、
主
体
的
に
整
備
し
た
コ
ー

ス
で
あ
り
、
公
園
の
利
用
促
進

の
面
か
ら
町
も
協
力
し
て
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
町
営
施
設
と

し
て
捉
え
て
い
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
利
用
人
数
の
把
握
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
協
会
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
大
会
等
の
利

用
者
が
約
２
２
０
０
人
、
そ
の

ほ
か
に
地
区
の
愛
好
会
、
観
光

客
、
個
人
の
皆
さ
ん
も
多
数
利

用
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

公
園
の
環
境
整
備
は

質
問　

ト
イ
レ
、
ベ
ン
チ
、
木

陰
、
四
阿
（
あ
ず
ま
や
）
な
ど
、

公
園
機
能
充
実
の
考
え
は
。

建
設
水
道
課
長　

河
川
敷
を
占

用
許
可
を
得
て
設
置
し
て
い
る

公
園
で
あ
り
、
河
川
内
に
建
築

物
等
を
整
備
す
る
の
は
難
し
い

と
聞
い
て
い
る
。
新
た
な
施
設

整
備
等
は
考
え
て
い
な
い
が
、

ベ
ン
チ
等
の
既
存
施
設
に
つ
い

て
は
来
年
度
修
繕
し
た
い
。

質
問　

対
岸
の
竹
原
の
公
園
に

は
水
道
も
引
い
て
あ
る
ト
イ
レ

が
2
か
所
、
四
阿
も
あ
る
。
い

ざ
と
い
う
時
に
は
解
体
可
能
な

施
設
と
い
う
こ
と
だ
。
県
に
申

請
し
て
許
可
を
得
れ
ば
、
そ
う

い
っ
た
施
設
の
整
備
は
可
能
で

は
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　

利
用
者
の
利

便
も
踏
ま
え
、
可
能
な
も
の
は

設
置
し
て
い
き
た
い
と
思
う
が
、

ま
ず
は
老
朽
化
し
た
既
存
施
設

の
修
繕
か
ら
進
め
た
い
。

質
問　

不
衛
生
な
仮
設
ト
イ
レ

で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
ト

イ
レ
の
設
置
が
利
用
者
の
願
い
。

し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て
て
許

可
を
得
る
方
向
で
進
め
る
べ
き
。

建
設
水
道
課
長　

公
園
の
あ
り

方
や
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

課
内
で
調
整
し
、
県
と
も
協
議

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

昨
年
11
月
の
「
子
ど
も

議
会
」で
、南
小
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
夜
間
瀬
川
に
つ
い
て
提
案

が
あ
っ
た
。
水
や
生
き
物
と
触

れ
合
え
る
、
心
の
休
ま
る
よ
う

な
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
と
の

内
容
だ
っ
た
。
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
町
政
に
つ
い
て
語
る
と
い
う

こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
大
変
い
い
こ
と
。
子
ど
も
た

ち
の
純
粋
な
思
い
を
大
切
に
、

参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

夜
間
瀬
橋
の
下
は
、
大

き
な
水
た
ま
り
で
通
行
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
と
の
住
民
か
ら

の
指
摘
が
あ
る
が
。

建
設
水
道
課
長　

確
か
に
気
に

な
る
の
で
、
建
設
事
務
所
等
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

夜間瀬川緑地公園の機能充実は
建設水道課長－新たな施設整備は考えていない

中野市竹原のマレットゴルフ場のトイレ 

「いつ終わる　
パンデミックの 春寒し
　マスク二枚で
　　　　生き残れとや」
　　（詠み人知らず）

質
問
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心
休
ま
る
夜
間
瀬
川

は
み
ん
な
の
願
い

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

渡辺正男のつぶやき

質
問
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議会だより第120号令和２年４月 34

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」町
の
考
え
は

健
康
福
祉
課
長
―
ニ
ー
ズ
見
込
め
ず
　
援
助
者
確
保
の
課
題
も
あ
る

先の見えない予約キャ
ンセル—観光の町を継
続できるか否かの正念
場。まさに行政力が問
われている。

質
問　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
以

前
に
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

あ
ら
た
め
て
町
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　

援
助
者
確
保

の
課
題
の
他
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
の
研
修
も
必
要
。
加
え
て

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
関
わ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

の
意
見
は
な
か
っ
た
。　

質
問　

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
個

人
的
に
３
件
の
問
い
合
わ
せ
を

受
け
て
い
る
。
一
つ
は
山
ノ
内

町
に
事
業
が
無
い
こ
と
で
隣
接

の
中
野
市
へ
申
し
込
ん
だ
が
、

市
民
で
は
な
い
こ
と
で
断
ら
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
。
あ

ら
た
め
て
丁
寧
な
意
向
調
査
の

考
え
は
。

の
一
つ
。「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
と
同
列
で
、
条
文
の
末
尾

に
は
「
事
業
が
着
実
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
市
町
村
は
必
要
な
措

置
の
実
施
に
つ
と
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
ぜ
ひ
こ

れ
を
踏
ま
え
た
対
応
を
。

町
長　

実
態
を
充
分
把
握
し
て

よ
り
良
い
保
育
に
取
り
組
む
。

質
問　

町
内
で
の
自
然
栽
培
や

有
機
栽
培
に
お
け
る
生
産
状
況

は
。

農
林
課
長　

Ｊ
Ａ
な
が
の
志
賀

高
原
で
は
14
名
が
化
学
肥
料
を

使
わ
ず
減
農
薬
で
ふ
じ
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
供
給
し
て
い
る
野

菜
の
一
部
は
有
機
野
菜
と
聞
い

て
い
る
。

質
問　

特
に
果
樹
で
の
有
機
栽

培
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、
か

つ
て
は
志
し
て
い
る
農
家
も
結

構
い
た
。
継
続
さ
れ
て
い
な
い

の
は
行
政
の
評
価
と
理
解
が
無

か
っ
た
か
ら
で
は
。

農
林
課
長　

当
時
の
こ
と
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
が
、
評
価
が
大

事
と
の
認
識
は
あ
る
。

質
問　

今
年
１
月
開
催
の
「
長

野
県
有
機
農
業
推
進
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
情
報
交
換
会
に

参
加
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
職

員
２
名
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
に
向
け
て
は
い
か
が
か
。

農
林
課
長　

有
機
農
業
に
つ
い

て
は
正
直
こ
れ
か
ら
と
い
う
認

識
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い

う
機
会
が
あ
る
の
で
積
極
的
に

参
加
を
考
え
た
い
。

健
康
福
祉
課
長　

昨
年
行
っ
た

ニ
ー
ズ
調
査
は
０
歳
か
ら
６
歳

ま
で
の
就
学
前
の
子
ど
も
の
い

る
家
庭
を
中
心
に
実
施
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
は
な
か
っ
た

と
い
う
も
の
。
た
だ
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

今
回
は
事
業
の
位
置
づ

け
を
少
し
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

こ
の
事
業
の
主
体
は
。

健
康
福
祉
課
長　

町
と
認
識
。

質
問　

法
的
根
拠
は
。

健
康
福
祉
課
長　

承
知
し
て
い

な
い
。

質
問　

こ
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
は
児

童
福
祉
法
第
21
条
の
９
に
定
め

ら
れ
て
い
る
子
育
て
支
援
事
業

子
育
て
支
援
の

拡
充
を

中野市ファミリーサポートセンター事業
の案内チラシ　応援者を広報で募集

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
２

布施谷裕泉のつぶやき

布
ふ

施
せ

谷
や

 裕
ひ ろ

泉
み

持
続
可
能
な
町
づ

く
り
に
向
け
多
様

な
農
業
推
進
を

※１　ファミリーサポート
センター事業：乳幼児や小
学生等の児童を有する子育
て中の労働者や主婦等を会
員として、児童の預かりの
援助を受けることを希望す
る者と当該援助を行うこと
を希望する者との相互援助
活動に関する連絡、調整等
を行う。
　
※２　長野県有機農業推進
プラットフォーム：有機農
業や有機農産物に関心のあ
る生産者、消費者などが集
い、情報の交換や共有を目
的に長野県が設置。令和元
年 8 月に立上げのイベン
トが開催されている。

※
１
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一般質問
　
　

質
問　

人
口
減
少
に
よ
り
地
域

内
の
役
職
の
人
選
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
区
で
は
区
長
、
組

長
な
ど
町
行
政
に
関
連
す
る
役

が
48
あ
り
、
そ
こ
に
農
家
組
合
、

祭
祀
団
等
を
含
め
る
と
57
と
世

帯
数
ほ
ど
の
役
員
が
必
要
。
中

で
も
消
防
団
員
が
一
番
多
い
。

消
防
団
の
組
織
の
統
合
な
ど
再

編
を
す
れ
ば
団
員
数
は
半
減
で

き
る
。
こ
れ
に
は
、
消
防
署
・

団
幹
部
が
基
本
案
を
つ
く
り
、

関
連
区
に
示
し
了
解
を
と
る
方

法
が
よ
い
。
確
認
だ
が
消
防
団

再
編
の
検
討
時
期
は
来
年
度
か
。

消
防
課
長　

お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
令
和
2
年
度
に
計
画
し
、
3

年
度
実
施
を
目
指
し
た
い
。

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
メ
ー
ル
早
期
拡
大
を

危
機
管
理
室
長　

現
在
の
倍
、

２
２
０
０
を
目
標
に
区
長
会
な

ど
を
通
し
て
各
種
会
合
で
チ
ラ

シ
を
配
布
し
促
進
す
る
。

質
問　

各
区
の
集
ま
り
に
職
員

が
出
向
い
て
登
録
促
進
は
可
能

か
。
ま
た
、
総
務
課
に
メ
ー
ル

登
録
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置
は
。

総
務
課
長　

職
員
の
派
遣
は
必

要
。
コ
ー
ナ
ー
は
検
討
す
る
。

中
小
河
川
に
水
位
計
設
置
を

質
問　

台
風
19
号
で
夜
間
瀬
川

の
水
位
は
1
回
し
か
メ
ー
ル
配

信
さ
れ
て
い
な
い
。
町
民
の
不

安
を
除
く
に
は
、
水
位
が
下
が

っ
た
情
報
も
必
要
。
ま
た
、
中

小
河
川
の
水
位
情
報
も
欲
し
い
。

簡
易
水
位
計
設
置
を
。

危
機
管
理
室
長　

配
信
回
数
の

増
は
必
要
。
簡
易
水
位
計
の
早

期
設
置
を
県
に
要
望
す
る
。

質
問　

各
区
の
自
主
防
災
組
織

や
消
防
団
と
危
機
管
理
室
が
情

報
共
有
す
る
手
段
は
。

危
機
管
理
室
長　

町
情
報
発
信

は
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
メ
ー
ル
、
戸
別
受

信
機
、
防
災
無
線
屋
外
放
送
。

質
問　

画
面
上
で
情
報
共
有
で

き
る
基
盤
的
災
害
情
報
流
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
は
。

危
機
管
理
室
長　

こ
れ
は
大
規

模
災
害
用
シ
ス
テ
ム
で
町
村
に

適
用
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

避
難
所
に
エ
ア
コ
ン
設
置
は

質
問　

台
風
19
号
で
初
め
て
避

難
所
が
開
設
さ
れ
た
。
南
部
避

難
所
は
駐
車
場
や
増
水
時
に
夜

間
瀬
川
を
渡
る
危
険
性
を
考
慮

し
、
南
小
体
育
館
を
基
本
に
考

え
る
べ
き
。
避
難
所
・
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
整
備
計
画
は
。

教
育
長　

整
備
計
画
は
な
い
。

質
問　

福
祉
乗
物
補
助
券
の
利

用
割
合
は
電
車
・
バ
ス
各
20
％
、

楽
ち
ん
バ
ス
7
％
、
タ
ク
シ
ー

利
用
が
過
半
数
。
中
野
市
で
タ

ク
シ
ー
に
使
え
な
い
の
は
不
合

理
。

町
長　

補
助
券
は
町
内
交
通
事

業
者
利
用
を
原
則
と
し
て
い
る
。

恒
久
電
柵
設
置
補
助
は

質
問　

簡
易
電
柵
の
更
新
へ
の

補
助
は
何
年
後
か
。

農
林
課
長　

設
置
か
ら
８
年
以

上
経
過
し
た
も
の
が
対
象

質
問　

積
雪
期
の
被
害
が
大
き

い
ニ
ホ
ン
シ
カ
に
対
応
す
る
恒

久
電
柵
設
置
補
助
は
。

農
林
課
長　

ま
だ
補
助
は
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

質
問　

観
光
客
に
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
者
が
出
た
場
合
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長　

県
の
指
導
に

沿
い
対
応
し
て
い
く
。

消防団の再編は何年からか
消防課長－令和３年度から実施したい

消防団再編の中心となる分団
（写真は南部分団詰所）

東京五輪１年延期。
新型コロナ感染症が
いつ終息するか不明
だが、武漢のように
すれば半年か。

質
問

質
問

質
問

望
も ち

月
づ き

 貞
さ だ

明
あ き

望月貞明のつぶやき

防
災
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
構
築
を

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

福
祉
乗
物
補
助
券
の

中
野
市
タ
ク
シ
ー
使
用
は

質
問
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議 会 全 員 協 議 会

請願･陳情みなさんからの

第３回（３月11日）
　⑴議会側からの提出案件
　　①選挙管理委員及び同補充員の選挙について

陳情・議会全員協議会・議会運営委員会（活性化）

受理番号 件　名 陳情者 採決結果

陳情第１号  最低制限価格の設定に
 関する陳情

一般社団法人長野県建築士事務所協会
　　　　　　　　　会長　小河　節郎
一般社団法人長野県建築士事務所協会
　　　　　　中高支部長　畔上　秀一

趣旨採択

（全会一致）

陳情第２号 国土交通省告示第 98 号
の履行に関する陳情

一般社団法人長野県建築士事務所協会
　　　　　　　　　会長　小河　節郎
一般社団法人長野県建築士事務所協会
　　　　　　中高支部長　畔上　秀一

採　　択

（全会一致）

議会運営委員会（活性化）

（仮称）湯田中温泉公園整備予定地

第２回（11月19日）
　⑴議長諮問について
　⑵議会報告会について

第１回（10月23日）
　⑴議長諮問について

第３回（１月７日）
　⑴議会報告会について

第５回（２月20日）
　⑴議会報告会結果について

第４回（２月10日）
　⑴議会報告会結果について

　⑵議会側からの提出案件
　　①平成31（令和元）年度議員活動費決算報告
　　　について
　　②地方議会議員の厚生年金制度への加入を求
　　　める意見書について

第２回（２月27日）
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①第６次総合計画策定について
　　②下水道事業の地方公営企業法適用について
　　③東部浄水場更新事業について
　　④国民健康保険税の税率改正について
　⑵議会側からの提出案件
　　①議会報告会結果について

第４回（３月18日）
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①財務書類について
　　②（仮称）湯田中温泉公園整備に係る用地取　
　　　得について
　　③介護保険制度における低所得者の第１号保　
　　　険料軽減強化について
　　④新型コロナウイルス感染症対策について

第５回（４月９日）
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①新型コロナウイルス感染症対策について
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議会報告会

27分野、353件の意見・要望が交わされた
意見交換会

　第13回議会報告会は１月19日(日) の北部公民館を皮切りに２月１日(土) のよませふれあいセンターま
で町内５会場で開催いたしました。今回は、これまでと趣向を変え、意見交換を車座形式で班に分かれ
て行いました。２００人を超える多くの方にご参加いただき、多くのご意見・ご提言をいただきまし
た。議会としても真摯に受け止めて、誠意をもって応えていきたいと思います。なお、今回出されたご
意見、ご質問に関しては、後日報告書にて回答をさせていただきます。ご協力をいただいた各地区の関
係各位ならびに参加者の皆様に厚く御礼申し上げます。

主な意見・要望

人口減少 人口減少・高齢化が進むなか、地区に割り振られる各種役職者を探すのが大変になっている。
何らかの対応が必要。【南部】

有害鳥獣 温泉街の商店は戸締りをして、お客様とはインターホン・呼び鈴で対応している。行政において、
駆除など喫緊の課題と捉え対応してほしい。【東部上】

消 防 団
入団 2 年目で役員になっている。定数、団の活動等、実情を把握しての見直しを要望。【東部上】
団員の減少にともない、西部地区で一つの消防団とすることの検討を始めてほしい。【西部】

子 育 て 子ども議会やＥＳＤ教育、ユネスコスクールといった活動から子ども達が様々な提言をしてい
るがそれらが実現できるように支えるようにしてほしい。【西部】

観　　光 外国人が捨てていくごみ対策、観光施設の周辺の整備（雑草処理等）、観光地に相応しい環境
づくりが大切である。地域を巻き込んで行うことを考えても良いのではないか。【東部下】

公共交通 楽ちんバスの不便さを見るに、今後高齢化、過疎がさらに進むなかで、ここで暮らしていけるのか、
住み続けられるのか不安が増す。議員は一丸となってこの問題の解決に取り組んでほしい。【北部】

●小グループにしてもらって意見や質問ができて良かったです。【西部】
●議員のなり手不足について、議員自身がもっと真剣に考えたほうが良い。【東部上】
●たくさんの意見が出て良かった。一つでも実行ができると良いと思います。また、行ってください。
　【東部下】
●議会報告会はとても良い取り組みだと思います。住民の意見をどんどん聞いて住みやすい、暮ら
　しやすい町づくりを進めていただければうれしく思います。【北部】
●身近な要望を聞き取る活動を。【南部】

参加者アンケートからの感想（抜粋） 

開催日 1月19日
（日）

1月26日
（日）

1月28日
（火）

1月30日
（木）

2月1日
（土）

地　区 北　部 南　部 東部上 東部下 西　部

開始時間 15:00 15:00 19:00 19:00 17:00

会　場 北　部
公民館

ほなみ
ふれあい
センター

和合会館 文　化
センター

よませ
ふれあい
センター

参加者 24人 40 人 43 人 43 人 53 人

文化センター

和合会館

第13回 議会報告会
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令和2年度
一般会計予算

第５次総合計画総決算の年

 

賛
成
討
論　山

本
　
岩
雄

　
歳
入
で
は
、
町
税
は
収
納
率
の

向
上
を
目
指
し
て
2.2
％
増
で
、
評

価
で
き
る
。

　
歳
出
で
は
、
国
際
交
流
員
の
設

置
や
ぶ
ど
う
棚
設
置
補
助
な
ど
町

の
基
幹
産
業
を
推
し
進
め
る
予
算

付
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
災
害
復
旧
費
で
は
、
８
９
４
６

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
町
民
の

生
活
を
守
り
、
安
心
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
な
予
算
付
け
と
判
断
し

て
賛
成
す
る
。

 

反
対
討
論　渡

辺
　
正
男

　
令
和
2
年
度
は
、
昨
年
10
月
か

ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
、
台
風
19

号
災
害
、
記
録
的
な
寡
雪
、
そ
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
、
町

民
に
と
っ
て
は
四
重
苦
の
中
で
の

不
穏
な
ス
タ
ー
ト
。
歳
入
の
町
税

は
対
前
年
度
2.2
％
増
の
16
億
２
３

９
３
万
円
を
見
込
む
が
、
情
勢
を

鑑
み
る
と
達
成
は
厳
し
い
よ
う
に

思
う
。
予
算
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
費
用
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
今
後
大
幅

な
補
正
対
応
が
必
要
と
な
る
。
迅

速
で
的
確
な
対
応
を
求
め
る
。

一
般
会
計
予
算

70億2000万円を可決
　

予
算
審
査
は
３
月
５
日
予
算
決
算
審
査
委
員
会
（
委
員
長
布

施
谷
裕
泉
、
副
委
員
長
小
林
央
）
に
付
託
。
６
日
か
ら
４
日
間
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
（
賛
成
10

反
対
２
）
で
可
決
し
ま
し
た
。
特
別
会
計
予
算
で
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
で
可
決
、

他
の
特
別
会
計
と
公
共
下
水
道
事
業
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事

業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
（
詳

し
い
予
算
概
要
は
、
本
誌
10
ペ
ー
ジ
か
ら
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

《
共　

通
》

○
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台

風
19
号
）・
寡
雪
・
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
町
内
へ
の
影
響
を
的
確
に

把
握
し
、
対
応
に
万
全
を
期

す
こ
と
。

○
第
６
次
総
合
計
画
は
、
第
５

次
総
合
計
画
の
検
証
を
ふ
ま

え
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
反
映
さ
せ
た
実
効
性
の
あ

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

《
総
務
費
》

○
自
主
防
災
組
織
の
育
成
は
地

域
の
実
情
を
ふ
ま
え
す
す
め

る
こ
と
。

○
公
共
交
通
機
関
の
維
持
を
は

か
る
た
め
、
利
用
促
進
策
を

講
じ
る
こ
と
。

《
民
生
費
》

○
障
害
者
福
祉
計
画
に
基
づ
い

て
、
障
が
い
者
に
や
さ
し
い

町
づ
く
り
を
さ
ら
に
す
す
め

る
こ
と
。

《
農
林
水
産
業
費
》

○
鳥
獣
被
害
対
策（
特
に
猿
害
）

は
、
対
策
室
を
設
置
し
、
捕

獲
強
化
を
は
か
る
こ
と
。

《
商
工
費
》

○
や
ま
び
こ
広
場
の
整
備
は
、

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、
慎

重
に
す
す
め
る
こ
と
。

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
は
、「
先

進
的
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
や
国
際

交
流
員
を
活
用
し
推
進
す
る

こ
と
。

《
土
木
費
》

○
老
朽
化
し
た
空
き
家
へ
の
対

策
は
、
計
画
に
沿
っ
て
確
実

に
実
行
す
る
こ
と
。

○
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
除
雪
体

制
を
確
立
す
る
こ
と
。

《
消
防
費
》

○
消
防
団
の
再
編
に
向
け
て
は
、

地
元
意
見
を
十
分
聞
き
な
が

ら
す
す
め
る
こ
と
。

《
教
育
費
》

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

理
念
を
明
確
に
し
て
教
育
委

員
会
と
健
康
福
祉
課
と
で
共

有
し
、
取
り
組
む
こ
と
。

○
就
学
援
助
費
に
つ
い
て
は
、

入
学
前
に
支
給
で
き
る
よ
う

に
制
度
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
。

○
志
賀
高
原
ロ
マ
ン
美
術
館
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
商
業
的

利
用
を
見
据
え
、
検
討
委
員

会
を
設
置
し
す
す
め
る
こ
と
。

《
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
》

○
基
金
を
活
用
し
、
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
に
つ
と
め
る
こ

と
。

 

《
水
道
事
業
会
計
予
算
》

○
東
部
浄
水
場
の
建
設
に
は
万

全
を
期
す
こ
と
。

部
会
意
見

一
般
会
計

特
別
会
計
等 移転して新築される東部浄水場



39 令和２年４月 議会だより第120号

予算審査

予
算
決
算
審
査
委
員
会
　
委
員
長

布
施
谷
裕
泉

総
括
意
見

　
中
国
、
武
漢
市
に
端
を
発
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
が
、
国
内
製
造

業
や
観
光
な
ど
多
業
種
に
拡
が

り
、
日
本
経
済
の
長
期
停
滞
が

避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
令

和
２
年
３
月
４
日
時
点
で
、
宿

泊
客
の
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
３

６
０
０
０
人
泊
に
達
す
る
な
ど

深
刻
な
影
響
が
出
始
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
下

で
迎
え
る
令
和
２
年
度
は
第
５

次
総
合
計
画
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
新
た
な
第
６
次
総
合
計
画

の
策
定
年
度
と
な
る
大
事
な
節

目
の
年
と
な
る
。

　
そ
の
令
和
２
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
70
億
２
０
０
０
万
円

で
骨
格
予
算
と
な
っ
た
前
年
度

予
算
71
億
９
０
０
万
円
か
ら
は

８
９
０
０
万
円
（
1.3
％
）
減
と

な
る
が
、
４
年
連
続
で
70
億
円

を
超
え
る
予
算
と
な
っ
た
。

（
１
）歳
入
に
つ
い
て

　
歳
入
全
体
の
23
・
１
％
を
占

め
る
町
税
は
、
前
年
度
比
３

５
３
３
万
円
（
2.2
％
）
増
の

16
億
２
３
９
３
万
円
を
見
込

む
。
町
税
の
６
割
を
占
め
る
固

定
資
産
税
は
、 

土
地
評
価
の
下

落
傾
向
や
新
築
家
屋
の
減
少
な

ど
か
ら
調
定
額
は
減
少
と
な
る

も
の
の
前
年
度
対
比
３
１
０
０

万
（
3.3
％
）
増
を
見
込
み
、
同

じ
く
町
税
の
３
割
を
占
め
る
町

民
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

７
７
０
万
円
（
1.6
％
）
増
の
４

億
７
６
０
０
万
円
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
町
税
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
や
景
気
の
不
透
明
さ
か

ら
厳
し
い
見
通
し
を
示
し
て
い

る
も
の
の
、
財
政
の
大
き
な
柱

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
建
て

し
た
税
収
確
保
に
向
け
て
決
意

を
示
し
て
い
る
。
達
成
の
努
力

に
期
待
し
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
４
０
０

０
万
円
減
の
２
億
６
０
０
０
万

円
を
見
込
み
、
寄
附
金
全
体
で

は
３
億
１
７
１
１
万
円
（
前
年 

度
比
11
・
２
％
の
減
）
を
計
上
。

　
ま
た
歳
入
全
体
の
29
・
８
％

を
占
め
る
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
普
通
交
付
税
で
19
億
円
、

特
別
交
付
税
で
１
億
９
０
０
０

万
円
と
前
年
度
と
同
額
を
見
込

む
。

（
２
）歳
出
に
つ
い
て

　
全
体
で
は
24
項
目
の
新
規
事

業
と
27
項
目
の
拡
充
事
業
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　
産
業
分
野
で
は
８
項
目
の
新

規
事
業
と
７
項
目
の
拡
充
事
業

を
計
上
し
、
基
幹
産
業
の
一
つ

と
し
て
観
光
振
興
費
で
は
、
第

１
回
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
企
画

し
て
い
る
が
、
地
域
で
の
食
文

化
の
体
験
が
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
合

わ
せ
て
、
持
続
性
を
持
っ
た
事

業
と
す
る
た
め
に
地
域
と
一
体

に
な
っ
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み

を
求
め
た
い
。
ま
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
推
進
で
は
外
国
人
を
前
提

に
国
際
交
流
員
の
配
置
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
新
た
な
視
点
で
の
取
り

組
み
に
期
待
す
る
。

　
も
う
一
方
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
振
興
費
で
は
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
ぶ

ど
う
棚
設
置
補
助
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
の
需
要
が
伸
び
て
い
る
こ
と

で
、 

さ
ら
な
る
振
興
を
望
み
た

い
。
ま
た
継
続
で
農
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
配
置
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
地
域
に
根
ざ
し
た
農
業

施
策
を
進
め
る
上
で
ア
ク
セ
ル

役
と
し
て
の
存
在
に
引
き
続
き

期
待
し
た
い
。

　
健
康
・
医
療
・
福
祉
分
野
で

は
拡
充
の
み
９
事
業
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
福
祉
乗
り
物
補
助

券
給
付
事
業
に
運
転
免
許
証
返

納
者
を
含
む
と
し
た
よ
う
に
、 

高
齢
化
に
と
も
な
う
き
め
細
か

な
対
応
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て

き
て
い
る
。

　
教
育
・
文
化
分
野
で
は
新
規 

４
事
業
、
拡
充
１
事
業
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
新
規
計
上
の
西

小
学
校
及
び
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

の
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
課
題
と

し
て
い
た
雨
天
後
の
早
期
使
用

が
可
能
と
な
る
こ
と
で
児
童
生

徒
の
体
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

　
都
市
基
盤
・
生
活
環
境
分
野

で
は
新
規
事
業
５
項
目
、
拡
充

事
業
７
項
目
を
計
上
。

　
消
防
、
防
災
関
係
で
は
元
年

10
月
に
発
生
し
た
令
和
元
年
東

日
本
台
風
（
台
風
19
号
）
に
お

け
る
豪
雨
に
際
し
当
町
初
の
全

町
避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

避
難
所
の
在
り
方
を
含
め
、
貴

重
な
経
験
と
し
て
今
後
に
生
か

さ
れ
た
い
。

（
３
）ま
と
め

　
当
町
は
「
自
然
と
人
間
社
会 

の
共
生
」
を
目
的
に
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
が
、
令
和
２
年
度
は

志
賀
高
原
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
登
録
40
周
年
を
迎
え
る
。

　
小
中
学
生
の
取
り
組
む
Ｅ
Ｓ

Ｄ
教
育
に
先
導
さ
れ
る
形
で
町

民
の
環
境
意
識
も
高
ま
り
を
見

せ
て
い
る
。
40
周
年
を
機
に
新

た
な
視
点
で
、
そ
し
て
当
町
な

ら
で
は
の
発
想
力
を
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
今
後
に
向
け
て

の
新
た
な
第
一
歩
な
る
。

　
大
自
然
を
背
景
に
、
環
境
に

配
慮
し
た
町
づ
く
り
、
そ
し
て

山
ノ
内
ら
し
い
子
ど
も
を
中
心

と
し
た
町
づ
く
り
に
向
け
て
、 

行
政
と
し
て
大
い
な
る
旗
を
打

ち
立
て
ら
れ
た
い
。

 

反
対
討
論　渡

辺
　
正
男

　
歳
出
は
対
前
年
度
３
９
０
２
万

円
増
の
18
億
１
８
６
１
万
円
。
保

険
給
付
費
は
対
計
画
比
で
は
93
・

42
％
だ
が
、
今
年
度
の
実
績
見
込

み
に
対
し
て
は
１
０
３
・
７
％
と

増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
こ
数

年
の
動
き
か
ら
見
て
か
な
り
多
め

の
試
算
に
思
え
る
。
２
年
度
末
基

金
残
高
は
約
１
億
５
０
０
０
万
円

に
な
る
が
、
本
来
は
ゼ
ロ
に
な
る

の
が
普
通
。
第
７
期
の
保
険
料
は

高
す
ぎ
た
。
保
険
給
付
費
を
多
く

見
す
ぎ
た
結
果
だ
。
給
付
に
見
合

っ
た
保
険
料
と
す
べ
き
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

 

反
対
討
論　渡

辺
　
正
男

　
保
険
税
改
定
を
前
提
に
編
成
さ

れ
た
予
算
な
の
で
賛
成
で
き
な
い
。

新
規
事
業
で
あ
る
社
会
保
障
・
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

業
務
の
シ
ス
テ
ム
改
修
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し

て
使
う
よ
う
に
す
る
た
め
の
事

業
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
あ
ら
ゆ

る
個
人
情
報
の
紐
付
け
・
突
合
に

は
、
情
報
漏
洩
の
危
険
性
が
あ
る
、

国
家
に
よ
る
個
人
の
管
理
で
あ
る
、

膨
大
な
予
算
の
無
駄
遣
い
で
あ
る

こ
と
な
ど
問
題
が
多
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
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あの意見どうなった？

　親水施設については 4 月 25 日に
竣工式を挙行し、4 月 27 日より稼
働した。今夏は梅雨明け後、猛暑だ
ったこともあり、親水施設には大勢
の子ども連れの姿が見受けられ、一
定の効果はあった。
　公衆トイレには、親水施設稼働ま
でを目途に、子ども連れの家族が利
用しやすいよう、男女両方のトイレ
にベビーシートやベビーチェア、お
子さまの簡単な着替えなどが可能な
フィッティングボードを設置した。
　現在は親水施設に隣接する水路の
護岸工事及びスラックライン設置工

　町では、志賀高原ヒルクライムの
実現に向けて、志賀高原観光協会と
の連携のもと関係機関との協議を行
っている。令和元年度については、
例年実施してきた志賀高原ロングラ
イドを開催せず、ヒルクライム実現

　地元建設委員会や関係団体の意
見・要望等を取り入れながら、令
和 3 年度の建設竣工に向け万全を
期す。

　子ども一人ひとりの教育的ニーズ
と必要な子育て支援について、保育
園、学校、保健師、教育コーディネ

　子育て支援については、教育委員会と健康福祉課
子ども支援係で一体的に取り組むこと。

　（仮）すがかわふれあいセンター建設には万全
を期すこと。

ヒルクライムは早期開催の実現を目指すこと。

　やまびこ広場は、子育て支援・観光振興に資する
リノベーションとすること。

事を進めている。
　引き続き、令和 2 年度でバーベ
キュー広場の整備、三角塔の屋根改
修等を計画しており、町民をはじめ、
観光客にもより愛される広場となる
よう順次整備を進める。

に向けての協議に集中してきた。
　令和 2 年 1 月 27 日付で中野警
察署長あて交通規制実施要望書を提
出済みであり、現在、令和 2 年度
実施に向けての長野県警察本部の判
断待ちの状況。

ーターや関係機関と共通理解を深め、
子どもに最も適した子育て環境の提
供ができるよう支援していく。

議
会
が
付
し
た
令
和
１
（
平
成

31
）
年
度
当
初
予
算
審
査
意
見

（
部
会
意
見
）
へ
の
対
応
の
現
況

あ
の
意
見

　
ど
う
な
っ
た
？

　
昨
年
の
平
成
31
年
度
当
初
予
算
審
査
で
議
会
が
付

し
た
意
見
に
対
し
て
、
町
が
1
年
間
ど
う
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
、
令
和
2
年
度
予
算
審
査
の
前
に
現
況

報
告
が
あ
っ
た
も
の
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

リノベーションが進むやまびこ広場

（仮）すがかわふれあいセンター建設予定地
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み
ん
な
の

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

編
集
後
記

　
今
年
度
の
議
会
報
告
会
に
初

め
て
参
加
し
た
。
私
自
身
も
議

員
に
な
る
前
は
、
議
会
や
行
政

に
は
ち
ょ
っ
と
身
構
え
た
り
、

距
離
を
置
い
た
感
が
あ
っ
た
の

で
、
正
直
そ
れ
な
り
の
も
の
か

と
思
っ
て
い
た
。

　
た
だ
、
今
年
度
か
ら
は
参
加

者
を
10
人
程
度
の
３
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
車
座
的
な
形
式
で
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
や
意
見

を
お
聞
き
し
よ
う
と
す
る
形
式

の
議
会
報
告
会
に
変
更
し
た
。

　
結
果
は
、
大
成
功
だ
っ
た
と

思
う
。
時
間
を
超
え
て
様
々
な

想
い
や
意
見
を
頂
く
こ
と
が
で

き
た
。

　
や
や
も
す
る
と
議
員
の
な
り

手
不
足
と
か
、
議
会
へ
の
マ
ン

ネ
リ
ム
ー
ド
が
あ
っ
た
り
も
す

る
が
、
ど
っ
こ
い
住
民
の
皆
さ

ん
の
想
い
に
ふ
れ
、
充
実
し
た

感
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
こ
う

し
た
想
い
に
応
え
る
た
め
に

も
、
情
報
の
発
信
や
住
民
目

線
に
立
っ
た
行
政
の
あ
り
方

を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と

改
め
て
実
感
。（

山
本
岩
雄  

記
）

みんなのひろば
　
「
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

は
お
米
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
で

す
が
、
そ
の
田
ん
ぼ
に
は
雑

魚
川
の
水
が
流
れ
込
ん
で
い

ま
す
。
と
、
な
る
と
同
じ
水

で
栽
培
さ
れ
た
山
ノ
内
米
研

究
会
が
推
進
し
て
い
る
「
雪

白
舞
」
は
食
味
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
が
、
清
流
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
の
反
面
、
稲
作
と
し
て
は

低
水
温
・
低
気
温
と
い
う
山

ノ
内
な
ら
で
は
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　
山
ノ
内
の
米
作
り
の
歴
史

を
振
り
返
る
と
、
も
う
一
つ

大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
畑
な
ど
耕
作
す
る
土
地
は

あ
っ
て
も
水
が
な
い
た
め
に

水
田
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
水
利
権
に
阻

ま
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
特
に
江
戸
時
代
で
は
お
米

は
食
料
だ
け
で
な
く
年
貢
と

し
て
経
済
活
動
の
基
盤
で
し

た
か
ら
、
開
田
に
よ
る
増
収

は
生
活
の
豊
か
さ
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
江

戸
時
代
か
ら
明
治
の
初
期
に

か
け
て
山
ノ
内
町
の
各
地
に

は
水
利
権
の
問
題
の
な
い
雑

魚
川
や
群
馬
県
な
ど
の
遠
方

の
水
系
か
ら
引
い
た
堰
が
掘

削
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
沼
池
の
築
堤
、
坪
根
堰
、

金
倉
堰
、
湯
田
中
堰
、
新
井

堰
、
上
条
堰
、
横
倉
堰
、
若

狭
堰
、
須
賀
川
堰
、
横
手
堰
、

土
橋
堰
、
箱
石
堰
、
屏
風
堰
、

寒
沢
堰
と
い
っ
た
文
献
や
頌

徳
碑
な
ど
で
確
認
で
き
る
も

の
で
も
そ
の
数
20
近
く
に
も

お
よ
び
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
横
手
堰
の
よ

う
に
消
滅
し
た
堰
も
あ
り
ま

す
し
、
寒
沢
堰
の
よ
う
に
そ

の
権
利
を
委
譲
し
た
堰
も
あ

り
ま
す
。

　
反
面
、
横
倉
堰
と
須
賀
川

堰
は
夜
間
瀬
か
ん
ぱ
い
と
し

て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
し
、

上
条
堰
や
若
狭
堰
の
よ
う
に

今
で
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る

堰
も
あ
り
ま
す
。

　
鍬
や
鎌
と
い
っ
た
農
具
だ

け
で
30
㎞
以
上
も
離
れ
た
水

源
か
ら
水
を
引
き
、
水
田
を

開
く
そ
の
苦
労
は
そ
れ
こ
そ

命
が
け
だ
っ
た
の
で
す
。
さ

ら
に
、
堰
の
維
持
管
理
の
た

め
の
労
力
も
大
変
な
も
の
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
最
近
、
菅
の
大お

お
ぢ
か
せ
ぎ

近
堰
の
水

源
を
確
認
し
て
標
柱
を
立
て

た
と
い
う
同
水
利
組
合
の
活

動
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
西
小
学
校
で
は
剣
沢
ダ
ム
、

南
小
で
は
澤
治
郎
堰
（
寒
沢

堰
）
の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

減
反
や
果
樹
栽
培
に
シ
フ

ト
し
た
現
在
、
大
変
な
苦
労

の
末
に
引
か
れ
た
水
の
流
れ

は
、
た
だ
水
が
流
れ
て
い
る

と
思
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
に
は
私
財
を
投
げ
打
っ

て
掘
削
を
続
け
た
先
人
へ
の

想
い
と
山
ノ
内
な
ら
で
は
の

清
流
へ
の
想
い
、
さ
ら
に
は

最
上
流
に
住
む
者
と
し
て
下

流
地
域
の
人
々
へ
の
責
任
を

含
め
て
、
山
ノ
内
の
貴
重
な

水
源
は
大
切
に
し
て
い
か
な

け
ば
と
思
い
ま
す
。

（
文
責  

山
本
岩
雄
）

山
ノ
内
町
の
豊
富
な
水
資
源

山
ノ
内
の
３
水
系
　
夜
間
瀬
川
・
樽
川
・
雑
魚
川
（
町
誌
よ
り
引
用
）

ブ
ラ
ン
ド
化
に
む
け
て

水
を
得
る
た
め
の

苦
労
の
歴
史

水
資
源
を
大
切
に

竜王にある須賀川堰の水神社

現在も行われている若狭堰の堰上げ

　

山
ノ
内
町
は
志
賀
高
原
の
山
間
地
を
中
心
に
豊
富
な
積

雪
が
あ
り
ま
す
。
春
に
な
る
と
融
雪
水
と
し
て
何
か
が
流

入
し
な
い
限
り
清
流
と
し
て
流
れ
下
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
山
ノ
内
の
水
は
『
一
次
水
』
で
あ
る
と
い
う
大
き
な

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。


